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多数の遠征組をまじえてホットな戦い
1992CORUMCUP関西選手権シリーズ

4thJAPANIORONE-TONCUP
写真市川和彦
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の吹き抜けが交差して細かく変化す

る読みずらいコースであるにもかか

わらず，遠征組の走りには目を見張

るものがあった。

第1日は2レースとも強風各艇

とも入れ込みがきつく，トラブルが

目立ったが，さすが第2レースでは

ジャストスタートでつぶぞろいのレ

ーサー群がスフ。レーのベールにつつ

まれた一瞬を演出してくれた。

第2日は微風と強風。吹き出す時

刻の読みに心をくだき，待つこと数

時間，六甲山から堺方面の堤状の雲

に北風を期待し，30分足らずでライ

ンを設定するあわただしさで，午後

2時半スタート。雨まじりの前線通

過

第3日は順位入替りの激しい風

最終日はショートオフショア。オ

ープンクラスも含め，約80隻がスタ

ートしたが，風速上がらずコース短

10月31日から4日間の日程で，西

宮，北港をベースに行われたコルム

カップ。今年は正式に関西外洋ヨッ

ト選手権となり，またワントンカッ

プも並行して開催の運びとなった。

関東からも12艇が遠征して参加し

たこのレースは最後まで勝敗の行方

が分からない激戦となり，着実にポ

イントを稼いだスウィングが初代関

西外洋ヨット選手権を，そしてチャ

チャ||がワントンカップをそれぞれ

手中に収めた。

縮。7レース中6レースを消化した

が，参加各艇のクルーの方々のお手

伝いが多数あり，レース運営にご協

力をいただいたことを感謝いたしま

す｡ありがとうございました｡ま農
今回NORCルール委員長石井正

様にルール委員長を引受けていただ

きご苦労をおかけいたしました。こ

こにお礼申します。

終わりに，私の見たフェアフ。レイ

をご紹介したい。彼は常にトップ｡ス

タートを心がけ実行できる。それだ

けにフライング率も高い。かつてそ

んな彼に「トップ。スタートの自信が

あるなら,X旗力謁がった時はリス

タートなさい」と申し上げたことが

あった。今回彼は彼自身の判断でや

ってくれました。フェアフ。レイあっ

てのコミッティなのです。本当にあ

りがとう。彼の名は小田良司と申し

ます。

コルムカップ関西選手権を開催して

内海支部副帆走委員長山内信夫

本レースはワントンオーナーズク

ラブの強いリーダ鈩－シッフ。のもとに

集まったIOR艇に,IMSとオー

フ･ンクラス艇が集い，前日の艇長会

議から熱い戦いが展開した。

六甲山からの吹き抜けと，淀川尻
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最後まで手堅く走れた本シリーズ戦 スウィング船山泰文

最後に，今回の大会を盛り上げる

ために色々と努力していただいた，

運営の方々に紙面をお借りしてお礼

申し上げます。

深まりゆく秋の中，大阪湾で行わ

れたコルムカッフ。関西選手権シリー

ズ。毎年，春に行われる同シリーズ

レースが日程変更になり,10月31日

～11月3日の4日間という日程にな

った。今回はワントン・オーナーズ

クラブの参加もあり，関東水域より

5艇のワントンとハーフトナー,I

MSポートの計7艇の参加があり，

関西水域の艇を合わせると21艇のI

ORポートと2艇のIMSポートの

合計23艇という，ジヤパンカッフ。さ

皇蝋照墓芽濁職
ディションは予想？通り，強風～中

風～微風と大阪湾侍有のバラエティ

にとんだ風の中，各艇持てる力をふ

るに発揮し,4H間を終えた。

レース前日の艇長会議の際，運営

に携わっている方の雑談の中で,「日

本のワントンを含むIORポートが

これだけ集まるのはもう最後になる

かも？」といった言葉がでるほど，

乗り手，艇共に現在のレースシー

ンを賑わすチームが集った。今大会

の見所とも言える，最新鋭艇のアマ

トラ，それを迎え撃つチャチャを含

めたワントン12艇のカップ･争い,我々

の乗るスウィングをはじめ，ハワイ

週りのツートン3艇と前年度ジヤパ
カッフ。ウイナー艇を合わせた雪辱

戦それと50フィートのウイルタイ

ガーよりハーフトナーの再見までの

ハンディキャップ･を考えた走らせか

たに興味が持たれた。

コースは上下ソーセージ×5本と最

終日の約18マイル三角コースの計6

レースが行われ，強風でのジャイブ

アッフ。から軽風で､のロールタック，

ジャイプなどの各艇のポテンシャル

を遺憾なく発揮できる展開となり，

紅葉が映える六甲山を背に熱い戦い

が繰り広げられた。

結果，常に上位をキープしていた

アマトラの第5レースでのケースに

よる失格や，シエスタの第3レース

でのリコールなど不運に泣いた艇も

あり，最後まで手堅く走ることが出

来た我々スウィングに勝利の女神が

微笑み，ハワイでの診'賞ばらしがで

きました。

－，と理

－－

口パート・フライ以下，日チャレ出身クルーを乗せたスウィングは確実に上位をキープした

『ノ

-＝琴--=…皇曇塞簔蕊
参加艇不足に泣いたIMSだが，ラブ・ア・ラックは大いに気を吐き｜OR艇と競り合った
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ジャパンIORワントンカップを終えて チャチヤI賀来孝助

本来のチャチャの走りを取り戻した。

トラブルに泣かされ，これ以上何

も壊れないことを祈りながらのシリ

ーズて愈あった。

結果，最終レースでARECAN-

BAYを逆転しての優勝｡チャチャII

にとっては，多くの教訓|を授った貴

重なシリーズとなった。

来年の開催地，蒲郡での再開を誓

い，熱く湧いた4日間の幕が閉じた。

最後に,準備と運営に携われた基
ORC内海支部をはじめとする，

係各位の皆様方のご厚情に誌上を借

りて厚くお礼申し上げます。

昨今，白熱化するとともに先鋭化

してやまないIORの世界において，

｢ハンディキャップなしのスクラッチ

レースで，よりエキサイティング恋

レース」を自ら志向する主旨で「ジ

ャパンIORワントンカップレース」

がある。

今回で4回を迎えたワントンカッ

プは，西宮をベースにコルムカップ

の中のクラスイベントとして，ワン

トンポート12艇という豪華な陣営で

開催された。

関東からの遠征組5艇を迎え撃つ

関西勢としても，シリーズ前よりい

かが上にも闘志をかき立てるものと

なった。

チャチャIIもホームポート西宮の

面子を賭け，オーナーの方針により，

オリジナルクルー主体のチーム構成

でL上位入賞を目指しカップ｡に挑んだ。

しかしながら，初日からマークミス

とケースの発生により，トップ。に躍

り出たAMATORAにほぼ1レース

分のポイント差という惨|瘡たる成績

での幕開けとなった。

風に恵まれながらも，トリッキー

なコンディションの下，各艇のボー

トスピードに大差はなく，最終レー

ス終了後までまったく予断のつかな

いレース展開となった。

本シリーズのようなレベルレース

の場合，パウマンからアフターガー

ドにいたるポート上の全員がいかに

ミスを最小に抑止し，基本に忠実な

走りが追及できるかが勝敗のポイン

トになってくると思う。

我々としても多いに反省し今後の

課題とする所存である。

第4レース，ブローチンク稜にス

タンションを全損しながらのトップ｡

フィニッシュに運をつかみ，それ以後

最
後
ま
で
レ
ー
ス
を
面
白
く
し
た
ア
マ
ト
ラ
（
右
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と
ア
ー
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・
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ィ
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熱き友,|青と熱き戦い4thJA
恥NIIORONE-TONCUP

サマーガール馬場益弘

「次回は蒲郡で開催してはどうか」

とアーカンベイの菊池誠氏,｢次回の

ケンウッドカッう。て．ワントンワール

ドをケン・モリソン氏に話しをして

特別に安い費用で皆んなて、行こうよ，

大きなテントで寝ればいいんだから」

とマテンローは杉山オーナー。色々

な意見が飛びかう楽しい一夜でした。

その楽しさも，泊地を「無償でいい

よ，遠くから来てくれるんだから，

我々も遠征すれば色々とお世話に葱

ることだから」と気前よくポンツ言
､

ンまて繍作って〈ださり，その上パー

ティ会場を貸切りて提供していただ

いた，ウインドワードオーシャンク

ラブの諏訪社長を始め，西宮マリー

ナさん大変お世話になりました。今

回はトラブル艇が多く，大変ご迷惑

をおかけいたしました。

3日目の夜，日本50ft協会主催の

パーティにオーナー全員が招待を賜

り，高価なワインと美味しいキャヒﾞ

アに舌つづみを打ちました。チャン

ポサの盛田オーナー，ウィルの小田

オーナー，大変ありがとうございま

した。

シリーズレースの結果は，またも

やチャチャIIの総合優勝｡「くやしい

けれど，楽しかった」とアマトラの

佐々木オーナー，「じゃ馬場さん,今

から回航に出るので皆さんによろし

く」と陽がすっかり落ちた西宮を後

にしたプロパガンダの石渡オーナー

など葱ど。遠来艇が無事ホームポー

トに入港する時が，このワントンカ

ッフ･の終わりです。

またやりましょう。｢熱き友情と熱

き戦い」を。最後にメインスポンサ

ーの日本タイマー卜さん，北港マリ

ーナの皆さん，コルムカッフ。実行委

員会の皆さん，大変お世話になりま

した。そしてサマーガールのクルー

井上君，中田君，袈裟丸君，吉田君，

お手伝いありがとう。再見の高橋オ

ーナー，「またあそぼうオ､｣。

熱き戦いは専門誌のプロにお任せ

し，私はオーナー達の熱き友情につ

いて筆を走らせたい。

91年春，関東で第2回ワントンカ

ッフ･が開催されるニュースを知り，

う。ロパガンタの石渡オーナーに「一

緒に遊んでもらえない｣｢イヤー馬場

さんウエルカムするから来ない」と

簡単恋会話から，のこのこ台風の中

を10日間かけて関西から遠征し，ト

ラブルだらけて穣油壺に入港する愛艇

ぺW齋懸號撰躯
艇で関東へ………。

レースは，手作りながら立派な運

営であった。そしてなにより関東の

オーナー同志の仲良さが羨ましかっ

た。そんな時「馬場さんよく来てく

れたネ，これからも同じワントン同

志仲良くやろうよ」とブルーノート

の五十井オーナーより優しく声をか

けられた時，体全身が解かれるのを

感じ，飲み過ぎの酒と重なり，無邪

気に騒いだものでした。元来サマー

ガールチームは，レース結果の良し

悪しを別にパーティでは騒ぎたおす

楽しいアホなチームホですから，関

東のメンバーとの交流に時間など必

肇はなかった。でも今から思えばこ
ノバカ騒ぎが，｜對東と関西のオーナ

ー間の結束の第一歩だったのかなと

感じる。

92年春,JAPPANCUPの中でワ

ントンワールドが開催された。関西

からカリーニョ・チャチャII・サマ

ーガール計8艇にて熱い戦いが繰り

広げられた｡結果はチャチャIIの｢総

合倒勝｣｡おめでとう〃表彰パーテ

ィの最中，私はマテンローの杉山，

青山チビッコギャングオーナー達に，

なんと着の身着のままフ。－ルに放り

込まれ，サマーガールがCUPをい

ただけるアナウンスを聞きながらこ

の両オーナーとう。－ルで泳ぐ．はめに

なってしまった。関東にも大変な人

達がいると思った。この事件以後彼

等との変な友情が始まり，92年夏，

ハワイまて、ブルーノートの五十井オ

ーナーとマテンローの応援に行き，

二人の裸を再石倦恩した。その数々の

出会いの中てゞ「次は関西て愈ワントン

カッフ。をやろうよ，皆んなて絶対に

行くから……｣。

92年秋，カリーニョの古川オーナ

ーが「馬場お前のチョンポは俺が

何んぽでも謝ったるさかい，一つや

れ」と真っ黒な顔で目をむきながら

言った。その保険のような脅迫のよ

うな話に乗せられ，関西コルムカッ

フ。の中で第4回ワントンカッフ。を関

西で開催することになった。関東の

オーナーに連絡したところ，前回約

束したとおり諦挺佐々木オーナー率

いるアマトラを始め関東から5艇の

遠征が決まり，トライアングルの長

谷川オーナー，サチの福原オーナー，

スピカの室井オーナー，チャンポサ

の正井氏他関西から7艇，何とワン

トン12艇て､開催することになった。

本当に友情はありがたいものだ｡｢熱

き戦いを連日繰り返し，熱き友情で

酒を飲んだ」1日目夜のワントン12

艇のオーナー，クルーによるパーテ

ィは，大変な賑わいだった。心良〈

会場を提供していただいた関西ヨッ

トクラブの皆さん，そして何かとサ

ポートしていただいたチャチャの山

村オーナー，素晴らしいパーティが

で､きました。感謝します。2日目の

夜，オーナーズパーティ。連日の激

しいスクラッチレースに参加してい

る，真っ黒に日焼けした汚い連中が

何んと／紳士淑女に早変り。とても

同一人物には見えない。全員着席で

地中海料理のディナー。本当に美味

しかった。かつてこのようなパーテ

ィが日本のヨット界であっただろう

か。各艇のオーナーあるいはオーナ

ー代理を紹介していく。皆んないい

顔をしている。
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夢よもう－度 "ラッキレデイV''オーナースキッパー稲葉文則

なくてはならない。彼らこそ構成員

て、あり収入〃i(て､､ある。そのため不人

気でも外洋レースの灯を消してはい

けないのだ。せめて種火て、も保存し

たい。前iifiきが長くなったがこれが

八丈レース呼開のテーマである。

3年前にもこのような危機感から

『八丈烏レース」を行ったが，参加

艇4艇‘‘ラッキーレディ”が逆潮の

八丈小脇を苦労して|且'航その後風

に恵まれず全艇リタイヤ，ノーレー

ス，その悔しさを胸に秘め，2阻旧

の『八丈,､ﾚー ｽ』チャレンジと侭
つた。

出るからには記録破l)の“ラッキ

ーレデイV,',1978年名艇スワン45"裕

明”の持つコースレコード36H46Mを

外洋レースが盛んだ-つた1970年

～85ｲ|域，我々ヨット乗りには夢が

あった。『八丈島レース｣，『沖繩レー

ス｣，『小笠原レース｣。いつか|'|分も

乗ってみたい，そしてスキッパーと

なりオーナーとなって自分の艇で栄

光のカップ。を取ってみたいと，沿岸

のレースて嬬，クルージングて､､ヨシ|、

の腕前を鍛えあげていったものだっ

た。

そしてそれが実現可能となったと

き，あのNORCの誇I)だった外洋

レースは参加艇も減り，開樅すらも

危ぶまれる時代となっていた。

あの名艇やスキッパー,オーナーは

どこへいってしまったのだ。みんな

インショアレースにいったとは思わ

れない｡艇はある｡それも年々大型

化している。立派なオフショアポー

トて叡ある｡いまで､は40ftなんかI-|!型艇

て．る。艤装も素晴らしくなった。ロ

ラン,GPS,FAX｡6分儀DFし

かなかった時代がIﾘ職のようだ。悩み

の種だった休みだって週休21~IFfi給

lid11乳と気兼ねなくとれる時代だ。ス

キッパーが年をとったのか？二代

'-1が育たなかったのか？クルーか

いなくなったのか？すべて乗る人

間の問題のようてある。

外洋帆走協会は外洋帆走員を育て
漁
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‘ラッキーレディV"に乗る稲葉オーナーとクルー6人の雄姿 小網代沖スタート直後の“ラッキーレデイV



７ 0F応HORf

W$識奉鳶ゞ'"~､‘…“”蕊蕊､:､"蕊懸群一‘,専曾鰯陸#鍔譲.：で
;蕊、鑑財￥，
悪謁&嶋懸ぁ、

垂

錘

繍婁蕊｡鑑､#:癖《』"”■？

蕊驚”｡…■評｡〃呼蕊崎騨j
觜LP尹唱 側凸

嘩

嬉 』…

鮴識寧

抄

1

I
1

瓠
1．

側

j＃ド

聯,鞠
杢

Iも零

蕊
ふ
、
ぺ
》
、

強
＃
恥
静

蝿
鯉
琵

蝿
霧

亜
是
計
；

鶴
蕊
函

翻
坤

嗜
門
仔

篭糾

'；識命‘

、麓&
Q墓諄

設鐸一

T

欝霧一弓二

～

》
一

一＝ー

'2時･遙か八丈島を目指しスタートせんとする,"梓''‘‘ドンガメ""ハーフタイム""ラッキーレディV,，の4艇’0月31日，｜i

書き替えたいと艇とクルーに万全を

期す。

今回参加艇はまたも今年の『沖縄レ

ース』1I}',場艇9"梓"・‘‘ドンガメ”・

“ハーフタイム”･“ラッキーレディV"

の4艇。ロンク、レーサーは|對東には

これしかいないのか.／ロンク令レー

サーの鑑73才の現役オフショアレ

ーサー渡辺提督の号砲により10月31

1｣12:00小網代ブイ，スター|､。

微風のスピンスタートとなった｡陽

が落ちると同時にたちまち35ノット

の南西の強風となり2ボンNo.3ジブ

チェンジ。オフショアレースの楽し

くが始まった｡波も大きくなりもの
ごいパンチング，今年の「グアム

レース』の再開である。誰かが『グ

アムレース』の出場資格に，艇のシ

ェイクダウンを兼ね,『八丈島レース』

の出場を義務づけたらと言い出す。

良い発案だ。いきなりの『グアムレ

ース」出場はやは')問題があると思
う
，ノO

幸いWi!i,気温水柵も高く前回あ

んなに苦しんだ八丈小島の潮も強風

のためかなんなく通過。小岩戸の鼻

でジャイブ，岸に寄せすぎブランケ

をくらいおまけに逆潮にあい,－1ノ

ット。今IIIIの秘密兵器オートヘルム

社のタイドメーターを兄ながら沖出

し。11月1115時25分羽積の鼻通

“ドンガメ”が11:20にゴールした

のて綴，“ラッキーレディV''がIMS

優勝ファーストホーム，2艇で表彰

式を行う。念願のサンバードトロフ

ィーを手にしたがなぜか仲間が少な

く盛り_|からない。

外洋帆走協会員よ.ノオフシヨア

を目指せ.／マストなんか折れたって

ジュリーリグて醸帰ってこい。朝li'lmli

集長は立派〃

“ハーフタイム''11)13日6:20ゴー

過，八丈烏|Ⅲ航巾に凪が変わり北西

30ノッ|､，ちっとも楽にならない。

2ボンNo.3の片上り，しかし艇速は

10ノッ|､をしばし越える。11月111

12:00ifl職島束5マイル，スタート後

24時間て､､210マイル,ケイン。あとゴ

ールまて・80マイル。8ノット平均で

10時間計3411寺間コースレコードなる

か？ところがどっこいとらぬ狸の皮

算用，大島波浮沖で前線突入。雷が

鳴り晴れているのににわか雨，風も

定まらず右往左往。ようやく風が決

まるとなんと真上り。北北東30ノッ

トオーバー。悪い波にパンチングを

くらい上らない。タックタックで大

島からシーポニア，ゴールまでなん

と遠かったこと。23時ゴール予定な

んて無纈里絡して，ゴールは2Rl

時40分，宮坂レース委員長お待ちど

ﾗさまで､した。コースレコードも1

時間遅れて叡パー。ズブ濡れ寝不足空

腹で､も290マイル帆走した充実感て､6

人のクルーともビもご機嫌で真夜I|1

の油壺入港。前回はオンザロックし

たのて､何li'1入っても汕壷入口は怖い

ところである。

翌朝レース本部より，“梓"デスマ

スト．波浮入港リタイヤ。“ハーフタ

イム”もデスマスト。しかしジュリ

ーリグでlil走中と知らされ朝河氏の

健闘を祈る。

ル。IOR優勝。("ハーフタイム”

マグカッフ｡3つもらったお礼て害か

してもらいました）

ラッキーレディV

外洋帆走員募集

環太平洋ヨットレース

(ブリスベーン→大阪）

出場予定

Ⅲ声

＃

i

宮坂レース委員長より表彰される稲葉オーナー
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古 屋徳兵衛さんを偲 ぶ

渡辺修治

古屋さんは,|H制静岡高等学校の

私の先輩であったが，ヨットを通じ

て楽しくお付き合いするようになっ

たのは，昭和33年頃からである。

戦後,駐留軍のヨットマンが始めた

外洋ヨットの組織CCJは，昭和29

年,NORCに引き継がれた。当時，

NORCの中心となったのは，主と

して横浜のシーホース･クラブの面々

であった。イギリスのRORCに倣

って,NORCを設立するように提

唱されたのは，スコットランド出身

のマッケンジーさんだった。マッケ

ンジーさんは，昭和28年，小網代湾

の北岸に福永さんの設計で「かまぼ

こ」兵舎を利用して別荘を建て，前

に33フィートの“ムヤ”を繋留し

て，ヨットライフを楽しんで､いた。

昭和33年の夏，福永さんはシーホ

ース・クラブの仲間を古屋さんを誘

って，私に21フィートのJOG型ヨ

ットの設計を依頼された。岡本造船

で建造された，福永さんの“古麿，

と，古屋さんの‘‘ｵ､う｡チューン”は，

小網代湾に繋留して活躍を始めた。

昭和35年には，古屋さんの別荘も建

ち，私の"どんがめ1V'',飯島さんの

“さがみ”も仲間に入って，小糸剛ヒ

フリートが発足した。

昭和39年2月,NORCは運輸省

傘下の公益法人『||本外洋帆走協会」

に改組された。′向僚|玉|家の日本て叡は，

任意団体の『クラブ」は社会的発言

権がないことに気付いたからである。

協会会長には関谷先生，副会長に

は古屋さん，秋出さんと，ヨットマ

ンの'1'て穣社会的地位の高い方々にお

願いした。

この年，古屋さんは，私に，国際

レースにも参加て､､きる，最小寸法の

オーシャン・レーサーの設計を依頼

された。新“ｵ､フ･チューン”は，全

長31．5フィートのフルキール船型

で，外板は桧のダブルプランキング，

8馬力のディーゼル・エンジンを搭

載し，横須賀の加藤ポートで建造さ

れ,10月に進水した。新“ｵ､ブチュ

ーン，’は，前のJOGに比べて，耐

航性能と居住性がうんと良くなった

ので､，古屋さんは，奥さんと一緒に

クルージングに出掛けられるように

なった。古屋夫人は海に強くて，船

酔い知らずだったらしい。ある年の

夏，強い南風が吹き，私の“天城”

と“ｵ､う｡チューン”は下田港に避難

して，一晩過ごした。翌朝，風はや

や落ちたが，外海は，まだ白波立っ

ている。この風の'l'を,"ｵ､フ･チュー

ン”は出航用意がで､き次第，式根島

にlfilかうという。｢奥さん，ピショ濡

れになりますよ」と私が言うと，「私

は，太っているから，平気」と奥さ

んの返事が帰ってきて，古屋さんは

平然とエンジンを起動し，下田港を

,'l'!ていった。

1992．11．24

理事・ルール委員長石井正行

古屋さんとの最初の出会いはシーホ

ースだった。昭ｲ1129年に卒業して体

育会ヨット部の艇に乗れなくなった

時，“レッド･シャーク”の故関根先

輩の紹介により，古屋さんのシーホ

ースでレースにfl'!た。そこで意気投

合し，以来古屋さんとのコンビが続

いたのである。

施剛鶏馴蕊鷲吟
屋さんとペアを組んて優勝したのを

皮切りに，翌31年は横浜で,32年は

福岡・志賀島で倒勝を続け，日本ヨ

シ|､史上初の全Ⅱ本3連覇を同じメ

ンバーで成し遂げ，その感激を分か

ち合ったのもつい先日のように思い

出される。

|[I制東北帝大卒業に際し，高等文

官試験(現在の上級国家公務員試験）

をトップ｡の成績でパスし，名古屋地

方裁判所の判事を務めた経歴からも

お分かりの通I)，卓越した識見，温

厚な性格，高遇な人格に加えて，常

に冷静さを失わない公正な判断力に

は定評があった。

数年後先代社長から乞われ,i拳一
つた末に（本人の口癖だった）27弓

の若さで松屋の社長となり，徳兵衛

を襲名した。百貨店協会会長時代に，

業界で操めごとがあっても，氏が裁

定すると誰も文句を言わなかったと

いうのも，公正な判断に対する周囲

の信頼が厚かったためて繊ある。これ

はNORC副会長時代に，我々会員

も等しく実感したところである。

シーホースて礎好成績をとったことに

気をよくして，もう少し大きなタイ

トルを狙おうということになり，岡

本造船所でスナイフ｡を造り，"ｵ､フ･チ

ューン（海神)，，と命名した。この艇

で連勝記録を樹立したわけだが，そ

の時も古屋さんは「倒雰は石井君の
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お陰だよ，僕はパトロンに過ぎない

んだ」と臆面もなく言われた。ヨシ

｜､界て鹸はli'1fl1の事実かも知れないが，

実業界ではそんな事をkllる人もいな

いのだから，敢えてそこまて言わず

もがなと,W,うのだが，氏は率直に説

Iﾘlするのが術だった。ミスの責任は

部下に111lし付けて，部ドの功績も|÷｜

分の手柄にしたがる上11の多い昨今

の醜い競争社会にあって，古屋さん

のこういう態度は周Iﾙ|の煎敬を集め

た。

ヨットについては，私がお教えす

ることが多かったが，ヨット以外の

塾生哲学,処IH訓等についてはいる
ろと教えていただいた。

東京オリンピック以後は，クルー

ザー“ｵ､プチューン，'でセーリンクﾞ

を楽しんだが，クルージング中の艇

の上で，いつも我々クルーに有益な

話をして|､,さったものだ。それがお

説教て叡はなく，ユーモアを交えた絶

妙な話術-で､，聞く人の心をひきつけ

た。

クルーに対する温かい思いやりは，

大きな大会の祁勝会や，ロング・レ

ース後の慰労会ばかりでなく，Ⅱ班

の会話や態度の1'1にも術に満ち溢れ

ていた。だからクルーは全員心から

イ鋤Rし,-ili屋さんのためなら「たと

え火の中，水の'|!」といった心意気

べあったから，ﾁー ﾑﾜー ｸは抜群
一陽つた。

その古屋さんが,ll癖のように言

っておられたことは「NORCやヨ

ット協会等の団体の理事は，肩書き

欲しさになりたがる人もいるが，そ

ういう人にはやってもらいたくない。

しかし，本当に理事になってもらい

たいと思う人は，なかなか引き受け

てくれない」ということて､､あった。

今でもこれは真理ではないだろうか。

NORCと日本ヨット協会の合流

の件も遅々としている。こんな時，

もし古屋さんがご健在だったら，も

っとスムーズに事が運んだのではな

かろうかと思うと残念で､ならない。

我々 は本:11に‘|苦しい人を失った。

’｢第11回大原杯レース』
玄海支部片倉静江

去年の『第10回大原杯レースj,今

年の7月の夜間レース’10月の「大

原杯｣,そして11月の夜|Ⅲレースが玄

界灘水域の艇に対して決められた来

年の「アリランレース』の出場資格

条件レースになっており，そのいず

れかを完走しなければなりません。

10月10IIからllllにかけて開催さ

れるこのレースに連続出場の“カラ

コルム”は今年もなにがなんでもと，

主治医に退院llをじわじわ尋ね始め

たのが7月上旬てゞした｡しらんﾌﾞﾘ

の，涼しい顔した主治医の顔色を見

ながらじりじりの毎llでした。半年

近く入院していた¥ﾘ断忠者が，退院

してすぐ夜間ヨットレースに出場な

んて無謀だとは分かっていても「キ

ャビンで寝ていｵ叫翼いいじゃないか？」

でした。しかし，不連にも8月中旬，

兄舞い客からもらった風邪で白血球

が危険ライン4000をはるかに下まわ

って500にまでおち，とうとう2週|H1

の面会謝絶になりました。二人部屋

を一人で使う気楽さよりも，退院が

また延びたというくやしさで風邪を

持ってきた人を恨みました。万事休

す，今年の「大原杯」｛|蝪はもうタﾞ

メか？と窓外を流れるIr]い雲をみな

がら鬼船艮の目にも涙で､した。

10月10H当日は退院してちょうど

lか月｜|でしたが，主治医のｷ酎商通

りちょっと歩くとヘトヘ|､て繍，スタ

ートを兄にいく元気もなく，まだま

だかかりそうだなあとウンザリて騨す○

艇長会議で大原先生のお顔を見た時

も出場できないもどかしさで泣きた

い思いで､した。

レースにははるばる西内海支部の

“スーパートマ|、，’も参加して下き

り,コースは小戸～壱II皮～沖の島～小

戸の約120マイルを予定しておりまし

たが，スタート時の微風を考慮して，

コース掘淵向し壱岐だけを時計まわり

て・まわることに決定しました。あと

で聞いたお話ですが，玄界灘に出た

頃からいい風が吹いてきたとか。‐早

く体力を取り戻して次のレースにそ

なえなくっちゃ。たか力癌ごときに

負けてたまるか／て､す。

I

！

口
、1．士宕

三
三三

1992年10月10日10時30分0秒スタート82M風速帯:2

所要時間(ET)

時間分秒

I
着時刻

H時分秒

順
位 艇種艇名 セールNo

０
１
５
７
６

４
１
３
１
５

６
１
４
１
７

２
４
５

麻理絵

レディK

G.B.

キャピテーヌ

スーパートマト

リベルテシャチ

３
５
５
６
６

１
１
１
１
１

ll

ll

ll

ll

11

RET

106

411

524

4741

2657

3150

3058

3268

3120

3382

4887

０
１
２
２
３

V&O41

YOK31

YA－R30

VDF30

FS32

１
２
３
４
５
６
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冬の到来を告げる恒例の島まわり
第30回小網代カツプレース”"川純ゞ

I

鰹""..､．、

認…j

韓剥
粋蝿….･

靜専

Ii
Ii

鐸

；
馨
靜
＄
箭
劉
３
画
ａ
■
月
番
岳
■
■
潮
ト
ー
７
１

－
津
小
包
§
．
》
鵠
》
ゞ

宮
一
一
一
一
一
一
一
一

１
１

心

’
１
１

；、

（

司

盟診

､ポテ

塾噛
巽≠

~辱声露夛毎

一口’．．ご立

〆唱也■も』ﾛ少'

1讓設罵砿’､↑
弗一冒替鋸

Fﾕ｡．民.顧小

》
雪

=賓巍蕊
＝

L寺

P～

誌
守

軸
《

霧
の①闇薯

スタート時，何んとか風を拾ってスピンを展開

|ORクラスB優勝

CAETLA

関東支部主催の恒例行事，小網代

カップ。レースが今年も11月22日に開

催された。今回は24艇が参加し，5

クラスに分かれての戦いとなった。

スター|､は北東の微風。各艇，懸

命にスピンを張って，目の前に展開

する大島を目指してジリジリと南下。

その後，風は南西に変わり,23｢I*

明から朝方にかけて各艇が続々とフ

ィニッシュした。

IORクラスA優勝

BOY

I

＝'琴

鱒
ド

．』I
全』竜＝

字一一一一■一一＝－－－－

IMSクラス優勝

SHOHGAKUBO'S

IMSクラスB優勝

NOZOMI

CRクラス優勝

KUROSHIOw

二
ｌ
「
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第30回小網代カップレース成績
I O RクラスA

|TARating
T

(ft)

30.67156

30.81155

30.52157

所要時間
Q
口

58654

60072

61955

修正時間

S

48497

49984

51725

修正順位

総合クラス

41

82

93

SNO BoatName OwnerName
へ

lype

跡
一
蜘
一
州

BOY

SEIKAIHA

SHADOW

隆
一
博
一
寛

111田

清田

梅本

FARR40

XITON

BRIAND40

妬
一
別
一
羽

| O RクラスB

SNO

3561

3306

3002

3510

4218

2182

BoatName

CAETLA

RIPPLEIII

SYLPHIDES

TRACER

NAPOLEON

KELONIA

所要時間

61119

62336

61408

63928

64704

63705

修正l1寺間

47425

47716

47742

48581

49715

49755

スー
プ
１
２
３
４
５
６

ク合
１
２
３
５
６
７

公
心

紗
苧
小OwnerName

沼田尚文

硲俊弘

洲谷和行

三宅智久

石IH和久

大谷正彦

Type

FARR3/4

YOK30SR

FARR3/4

TAKAI31

YOK31N

YOK33

堰
５
５
９
０
６
８

．
Ⅲ
Ｆ
Ｄ
ワ
己
Ｆ
Ｄ
ハ
ｊ
【
ｊ
「
１

４
Ⅱ
し
●
■
●
。
ｏ
Ｄ

ａ
４
３
４
２
２
４

Ｒ
２
２
２
２
２
２

７
２
５
１
０
１

Ａ
６
９
２
１
６
６

Ｔ
皿
塑
、
調
訓
Ⅲ

２
２
２
２
２
２

I M SクラスA
今-－－－－

3NO

1579

4700

188

4444

修正時間

53216

＊54754

56359

58050

所要時間

55644

59386

bbDbノ

58050

締
－
３
’
７
’
８
｜
Ⅱ

BoatName

SHOHGAKUBO'S

BE-ONE

CONTESSAX

ROCINANTE

OwnerName

神保和也

合lll耕平

石原慎太郎

大口眞司

Type

MUIR41

TAYLOR43

FRERS48

BEN53F5

TAS: 混
一
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

０
２
５
５

３
３
６
９

７
９
５
４

５
５
５
５

※規則8･1(C)の救済| M SクラスB

修正時間

51483

52949

53442

53671

54614

56953

57602

所要時間

62630

61274

61970

60620

63425

70181

62627

ス
Ｔ

一
フ
ー
２
３
４
５
６
７
Ｅ

ク
Ｒ

合
１
２
４
５
６
９
皿
一

公
心

寸
幸
小SNO

4889

4014

9253

4821

312

367

2112

4097

BoatName

NOZOMI

ALPHA

NOPROBLEM

ESMELARDA

HAYATORI

TILDEIII

FUJIIII

MICKYIII

OwnerName

久保田敏明

伊藤彰男

内 海 哲

植松真

草 間 信 二

J･JAN麺､J

藤 本 達 雄

:ル上美悠紀

Type

CYBEL325

TQQ
JJJ

BEN41S5

TRIPP36

X372

BENF375

FRERS45

X119

TAS:

”
｜
伽
一
価
一
恥
一
唖
一
ｍ
一
皿
一
ｍ

６
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
５

二

二

二

C R クラス

趣
岨
嘩

垂
誠
痙

蜘
一
”
｜
麺

KUROSHIOIV

FRENCHKISS

HACHIJYO

SWING34

X402

HITEC34

睡
一
叩
一
噸

弛
一
邪
一
ｍ

０
０
２

６
０
３

０
４
９

２
２
５

６
６
６

０
０
７

５
３
２

７
４
４

４
７
８

２
２
２

勺
１
｜
ワ
〕
’
３
｜
マ
ー

土
1

譲蕊2…
『鶴鐸溌欝蕊蕊溌欝舘:;蝿織…溌箪錨；篭

ク
は
目
の
前
に
大
き
く
見
え
る
大
島
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摩
鎖玄海支部

蕊鍵
慧塞
蕊も男G ・B

蕊議蕊＝琵房…

「SOGOCUP|992第23回別府レース」Bク

ラス2位総合4位

「ヒロシマカッブ宮島ヨットレース」レーサ

ークラス2位

井口ｵーﾅーは2年半前に艇を購入し,昨‘｜
年｜|月のSKKカップから本格的にレースを

開始したが，チームの平均年齢が28歳と若い

ことと，ほとんどのレースに参加するという：’
1:

熱心さで，この’年のいろんなレースに，い；

つも上位に名前があるという，今年大活躍の’

チ ー ム で す 。 餌 、

’1月には,ZULL|/2に艇を買い替え,今

｜後ますますの活躍が期待されます。

西内海支部広報委員会

少

「SOGOCUPI992第23回別府レース」Bク

ラス3位総合5位

クルーザー歴は4年足らずだが，メンバー

は20年以上のディンギー歴を持つ強者のチー

ムです。

当初5名て始めたメンバーも,現在では8名

となり，そろそろ艇の買い替検討中とのこと

です。

いつもビール片手にレースに出ているとの

ことですが，成績はいつも上位という不思議

なチームです｡(レース中はかなり真面目です｡）

西内海支部広報委員会

露 師｡桧

蓬 鍬､風層蜀
識一
．.~雪

酉El

毎年いいところまで成績をおさめていなが

ら，あとひとつ優勝にとと．きません。3年

連続皆勤です。クルーもよく頑張ってくれ

ています。稲永河村，中村則常，三好

は'5年来のいい仲間で，常連ゲストは田中

昭愛氏（"山笠"オーナー）です。

大熊峰生

東海支部レディK
J-3058"Ladyk''は，現在男女7名のク

ルーでNORCのレースに参戦している。

qGLadyk''の特色は，クルー全員が自主的

に休日や平日を利用しヨットの雪蒲，謬里

整項を行い，各ポジションとの連携体制を

万全に整えていることである。こうした目

に見えない努力の積み重ねが,現在の"Lady

k，，の強さを物語っているのではないだろう

か。’993年は，新人クルーを含め，小戸を

代表するヨットマンとして，活躍していき

ジャスト巳

1－

特
ぱ
‘
４
妙
白
丁
引
醇
，
‐
１

たいと思う

価＝
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関東支部＝
⑥ 愚雲③

，
サエラ

ご
一

最 優 秀艇
『

畢弾、、串…ま謹塙

繍瀦w總薮蝿＃｜
(Cdetla,フランス語で"あっちこつち"の意）

は文字通りフラフラ帆走る時代からへルムスヒ

に永野隆雄をむかえ,|ORレーサーとしてョ

狂鐙菱驫蓮I
するのではなくティームをひとつのスポーツ，Ⅱ

’：

クラブとしてとらえ，ティームの名誉と各個

人の謝凍のためにヨットレースを競うというI

のが一貫したポリシーです。資金のある者が

ヨットを買い,力のある者はウインチを廻し，I

蕊
レース前の緊張感，レース中の集中力，レー3

ス後の充実感と快い疲労を癒すビール，それ』

と日焼けした笑顔のティームの面々 …｡など’
1

などﾖｯﾄﾚーｽには多くの魅力があります。：

冒窯:鰯雲罐撫窪欝I
しいビーﾙの味わえるｻｴﾗでは,次代を担：
う優秀なﾖｯﾄﾏﾝを育てるべく若いﾊﾘｷ；
リボーイを募集していますのでファックス(3982i

-l976）て応募してください。ⅨI

一雪篭ﾛﾔ』

『オフシヨア』誌12月号

恒例の『年間最優秀艇』

へ'92年も各支部の広報委
員会，レース委員会の方

々に選んでいただいた。

レースで好成績を挙げた

｜ラッキーレデイV

艇，オールドボートなの

にがんばっている艇……

判断基準はさまざまであ

る。なお連絡のなかった

支部は割愛させて頂いた。
｜トレーサー(編集長特別賞）

艇齢7年を超える艇でありながら『鳥羽レ

ース』『神子元島レース』に優勝。その活躍

に対して小誌編集長より特別賞を贈る。八一フタイム
唖
蝿
一

③
＃
課
誹
３
段
－

４
＃
》
ｆ
ｉ
－ 11 １

１

4 『

い

戸｜

’
副aCej

一
．
．
。
．
。
“
ず
．
錘
畳
時
武
９
Ｆ
岨
、
劃
珊
圃
眠
鐸
粥

’
一一

’

45年||月，加藤ボート建造の合板艇。23年

目を迎えたオールドボートではあるが，手入

れも良くまだまだ現役です。

｜日‘‘マウフティ’（'040)”であるこの艇に

は，設計者でありオーナーであった戸田邦司

氏(雪前省海上樹ﾎ丁安全局長常磐支音曜問，

通称ポバイさま）力現在もなつかしがって御

夫婦で乗りにきています。

現オーナーはこの艇に'4年乗っており，30

年以上も週末はほとんど帆走してます。

今年度はr第8回大洗･小名浜問レース｣(44

マイル）3位入賞，8回大会中6回レース出

場ポイントレースも常に出場，上位入賞。

常盤支部
バイプレイヤ一V

Ｌ
凸
も
二
●

ちぐさ 。
＃
＃

三
》 鑿壼了溌§露

住
封
込
常
趾
蹄
弓
辱
設
・
瑠
鏑
、

冨廿－1頁岳1~_埼野.字h戸』抑冠r哩毎刊
ｒ
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鍵鍵議.、篭識霧鴬議

鍵 ORC出張報告出灘

=露嬬_曝麓‘謡琴平．’蕾需
、塔黛．§－，．．．

' ぜ . _ 晶 寺 * ･ 祥

NORC技術委員会高橋太郎

霞

1．新ルールについて

グランプリルール

'91N0V.ミーティンク、にて提案された新ルール

て鹸，速力予想う。ログラム(IMSのVPP)を使用

し，艇のポテンシャル（マイルあたり何秒）て叡リミッ

｜､を設定しクラス分けも111能な方式，正式名称をイン

ターナショナル・レベル・レーシンク篭ルールと呼ぶ事

になった。

レベル・レーティングクラス

すべてのトンカップ|州樅が委員会より報告され,1996

年までの今後4年|III,レベルレースはIORルールに

て開催する。

2.|MSについて

ピッチングモーメント・ファクター

ピッチングモーメン|､を実際に計測する方法は，技

術的な問題が解決されておらず,'93年度については艇

の特徴（下記参照）から推測される事となった。

①船令(進水年力噺しい程，進歩した建造技術で全体

的な軽量化がなされている）

②マスト重量（スプレッタ、一数．複数のリギンアレン

ジメントが多いほどマス|､は軽量である）

③艇体構造（エキゾティック材料のサンドイッチ･通

常のサンドイッチ・単板の3種類に分類）

④内装の重量（フオクスルに本格的なバースがあるか

ないか）

しキュレーション

現行のレギュレーションを基本にさらに強化する方

向で，’94年lllより通用される事となった。

変更･新設された項||は，内装ボリューム(特にドッ

クハウスのlil),コックピッ|､の長さ，内装材料の重

さ，リビンク、スペースとスリーピングスペースの分離

などがある。

フルバテンメイン

IORタイプ･のメインとフルバテンメインの差を現

行のl/4まで縮めるJIfとなった。

3 ． A B S
へ

ハイテク材料の使川により薄くなってきたサンドイ＞

チパオ､ルのスキン厚さ，バラスト脱落事故に対応して，

座礁強度基準などが追加された。

4．スペシャル・レギユレーシヨン・コミツテイ

USSA(USYRU)から今年の『バーミューダ

レース』において2件の落水事故があl),両方とも救

助されたと報f!iがあった。

USSAて､鶴は今年161nlの海上安全セミナーを行った。

1994年よりハーオ､スは，ラインのクルー側エンドに

もカラビナなどが要求されることとなった。

O尚，実施されるルールの変更についてはルールの発行
をまって確認の必要あり。

、""‘次回ア杯のエントリークラブ決まる
次凹アメリカズカッフ･に参戦するヨットクラブがサン

ディエゴヨットクラブより発表されました。挑輯帝切り

日が11月12I1であI),この時点において正式にエントリー

として認められたヨシ|､クラブは以~Fの11クラブて齢あり

ます。

11本NIPPONYACHTCLUB

フランスYACHTCLUBDEFRANCE

YACHTCLUBD'ANTIEVFRAN

CE

イタリアEUROPEYACHTCLUB

オーストラリアSOUTHERNCROSSYACHT

CLUB

AUSTRALIAYACHTCLUB

スペインMONTEREALCLUBDEYATES

ロシアST.PETERSBURGYACHTCLUB

ニュージーランドROYALNEWZEALANDYACHT

SQUADRON

イギリス

南アフリカ

CRUSADEYACHTCLUB
へ

ROYALCAPEYACHTCLUB

現在，参加資格を審議1'1は以下の4クラブです。

ロシアⅥADIVOSTOKYACHTCLUB

ﾆュージーランドTUTUKAKASOUTHPACIFIC

YACHTCLUB

フランスYACHTCLUBDESETE

スペインREALCLUBNAUTICODE

VALENCIA

保留I|!のクラブも入れると,現時点て､､エントリー表明を

している9かl1115チームが次l''l大会にlhlけて準備をして

います。初参力11としては南アフリカとロシアの2か国て’

す。

次|Ⅲlアメリカズカッフ･はIACC艇にて'95年5月6日

よI)ベス|､オブ9シリーズで行うということで全チャレ

ンジャーは合意しています。
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エ フトリー締め 切 り 迫 る
第2回オークランド～福岡ヤマ八カッブヨットレース

秋のニュージーランドからフィジ

ー，グアムを経て初夏の福岡まで，

季節を遡る齪鴎i緋ｳ5,500マイルの太

平洋縦断ヨットレース。スタートは，

いよいよあと半年足らず。稲岡のレ

ース事務局には続々と壯界各I玉lから

エントリーフォームが脳いています。

へエントリーの顔触れのなかには，
jl可のレースの参加者も数人兄られ

ます。前回IOR部FIIで総合2位に

なった‘‘リベルテエキスフ。し”の川

村安正氏は．今回ヤマハとの共同プ

ロジェク|､による新艇て余エントリー。

艇は，ヤマハのアメリカズカッフ艇

の建造チームによるもので,｢純国産

のフオ､でスマートに勝ちたい」とい

う川村氏の今回のレースコンセフ｡'、

をカタチにした44フィー|､のIMS

艇です。

また，前回のレース終了後,I1本

海ヨットレースに参加し,IOR部

門で､4位になった"デイクテーター.’

（ワントン）のブライアン.ピーーター

セン氏もその一人です。今|''IIOR

式6門がなくなり,IMSのみのﾚー

|‘締め切りは1993年1月3旧’

スになったため，現在新艇を建造[|'。

他に前|''|の参加者のエン|､リーは，

第1レグと第2レグて､ファーストﾌ

ｨﾆｯｼｭしたニュージーランドの

“ヒューチヤーショック”(57フィー

ト）のイアン・マーガン氏,GHS

クラスで総合4位に入ったニュージ

ーランドの“ビクl､リア"(15.17m)

ジェームス・ロッド氏等が兄られま

す。l'l'j氏ともilill''l参加した同艇でエ

ントリーしています。

川村氏以外てゞ ||本からは，静|前lの

内海勝利氏,li'1111のl1気五一郎氏ら

がエン|､リー。内海氏は，塊在ニュ

ージーランドで新艇を建造!|1,和気

氏はオース|､ラリアて､建造された"K

AGERO"(14.07m)で参加されま

す。

他に注||されるエントリーが,I

MSの涌跳て賑わった今年の「ケン

ウッドカッフ。』に1111場したニュージ

ーランドの"サッシ－11''(39.8フィ

ート)。オーナーの|､ム･マッコール

氏率いるこの艇の参加は，今|,!'のレ

ースをより色めかせるものと忠われ

土計一
生’プo

そして'､ム・マッコール氏の弟，

ジョン・マッコール氏も新艇でエン

|､リーしています。兄弟それぞれ一

艇ずつチームを編成しての参加。今

l''1,非常に気になる二つのエントリ
ー､一ト

ーL9o

この血湧き肉躍る5,500マイルの太

平洋縦断ヨットレースにかける各艇

の意気込みは，前回で沸き上がった

レース事務局のスタッフの血をさら

に熱くたぎらせ始めています。

エントリー締め切りもいよいよ間近

に迫っています。本レースへの参加

予定の方は，早廿にお申し込みくだ

さい。

●本レースへの参加，問い合わせは，

『オークランド～福岡･ヤマハカップ

ヨットレース」レース委員会まで。

〒819福岡市西区小戸3-58-1

福岡市立ヨットハーバー内

TEL.092－884－0505

FAX.092－881－2344

'93年東京国際ポー ﾄｼｮー にNORCコーナーを設けました
海事思想普及委員会内藤恒夫

’93年2月9日～14日まで，東京･晴海，国際見本市4.ヨット教室の案内
会場にて東京国際ボー|､ショーが開催されます。5.その他

記 ③会場

'93年ボートショー出展計画について 南館2階(NO．18)

①目的

会員及び調貨ヨット愛好家に親しみやすい協会のPR※ご協力のお願い
と．NORCの会員増を計る ｜司期間中ボランティアでブースでお手伝いいただける

②実施内容方（特に女性）を募集します。NORC事務局(3504
1.NORC会員のおさそい-1911)小山までご連絡下さい。

2.NORC事業のPRxNORC本部事務局窓I_1にて招待券を無料配布致し
3.NORC会員からの会費納入受付ます。（先着300名様，お一人一枚限り）
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PCS(パフォーマンスカーブシステム)を修正時間システムとする

IMSレースで

レース途中に他艇との勝敗関係を知る方法
NORC技術委員会

＊他のレースと同様に相手艇と自艇の走行距離(ポジション），スタートからの所要

時間を確認できること(島，岬等の目標物を利用して確認する)が必要となります。

1．スクラッチシートを利用する方法③オリヒメは初崎を1分遅れで通過。

（例）自艇-"ORIHIME"(4×60+13)×60=15,180秒一所要時間

ターケットポー|、"CORVATSCHIII"15,180/24=632.5秒-1マイル当I)の秒数

①コルバッチが初島（スタートラインより24マイル）を④スクラッチシー|､のオリヒメの柵で風速10ktては634.1

4時間12分で通 過 し た こ と を 確 認 。 秒となる。

（4×60＋12)×60=15,120秒一所要時間(6341秒ならばコルバッチとならんて叡いることにな6上、
15,120/24=630.0秒-1マイル当l)の秒数634.1秒と実際のﾉﾘi要時|IM632.5秒を比べると1マイ

②ここて翻スクラッチシートのコルバッチの欄を見ると，当り1.6秒勝っていることがわかる。

630.0秒は風速10ktに近いことがわかる。（コルパッチ1.6×24=38.4秒(初,lib通過時点て､38.4秒勝っているこ

は10ktの風を つかまえている｡）とになる｡）

OceanRacingCourse

20ktYachtName Crewl6ktl8ktllOktll2ktll4ktl16kt

CORVATSCHIII

ORIHIME

？
］
〈
Ｕ

一
‐
、
一
、

Ｒ
）
Ｒ
〕

970.1

962.4

４
４
４
ユ

ハ
。
ワ
白

声
０
－
‐
９

房
Ｉ
［
１

630.5

634．1

３
１

４
６
２
３
４
４

554

561

４
３

504.5

513.6

470.0

480.4

2．TA･風速曲線を利用する方法

縦軸にTA横軸に風速をとり，スクラッチシートから自

艇とターゲットポー|､のそれぞれの風速におけるTAを

プロットして作成する,TA･風速曲線を準備しておく

と，正確な差をll'!すことがて､きる。

Ｈ
仙
八
Ｕ

″
ノ
ハ
Ｕ

ｃ
ｎ
ｕ

ｅ
判
１

，
，

《
畔
）

、
０
Ⅱ
４

．
１
▲

I

I

111)

｛．‐，‐ト

，．’
ド’1

1…‘‐’

’.’
¥･ﾛ1

1.

へ

！

i「
800

I

800

X

400 トP

105 15 20 25VTW-Knots



17 ofF鮒oRf

マ

ここ二二二
一

リンVHF操作資格について

本オフシヨア誌'92年7月(205号）

でも紹介したように，う｡レジャー・

ポートを対象とした新しいコミュニ

ケーション･ツール『マリンVHF」

の操作資格を紹介してみましょう。

マリンVHFは，急増する小型船

舶に対して航行の安全をサポートす

式ための通信手段として新たに設け
れたもので､，今後の普及が期待さ

れています。

機器も固定型でしかも開局にある

程度の技術が必要な従来の国際VH

Fとは違って，ハンディ・タイプ･の

コンパクトなトランシーバーです。

また開局手続きも簡単であり，マス

ト・トップ。等に増設した外部アンテ

ナにより，通信距離の拡大も可能で

す。

通同目手としては，マリンVHF

を開局している海岸局やプレジャー・

ポート間で，入出港連絡などに活用

できます。さらに緊急時には各海上

保安部，巡視船や計1馴合舶局との交

信も可能で､す。さらに別途NTTと

塞約することにより，調受加入回線
（自宅等）との連絡も可能て祷す。

またNORC会員艇には,NOR

C海岸局との交信が可能な71,74チ

ャンオ､ルが許可され，レース運営な

どに活用できます。

従来の国際VHF船舶局の運用に

ついては，現在のところ国家試験ま

たは一週間程度の講習会により取得

するしかない第2級海上特殊無線技

士以上の資格が必要でした。

マリンVHFて鱗は2日間の講習で

取得可能な第3級海上特殊無纈支士

て騨よく，土曜日曜のコースも開催

されています。

ここで第2級と第3級海上特殊無

線技士の操作範囲の違いを，述べて

関東支部通信委員会池内貞二

みます。

第2級海上特殊無線技士て､､は，｜到

内通信のための田際VHF(船舶局

50W以下）およびレーダーの操作が

可能です。しかし，あわせてこのク

ラスで許される中短波帯SSBの操

作範囲(2-4MHz,船舶局出力10

W以下）て､は，本格的な長距離外洋

レースて､必要となる中．遠'ﾛ離用の

周波数(6-22MHz)の操作はでき

ません。しかも海外レース等圧l際航

海時に必要な海外の海岸局やI1本籍

以外の船舶との交信はできません。

l玉l際通信業務には，無線従事者資

格として第1級海上特殊無線技士

（旧国際級特殊無線技士）が必要で

すが,やはり6MHz以上の中緬皮・

燭皮波帯操作はできません。現在の

ところ長距離て識かつ国際航海の為に

は第4級海上無線通信士と第1級海

上特殊無線技士の両方の資格が必要

となります。

このためこの第2級海上特殊無線

技士の資格は，国内中長距離レース

用と考えたほうがよく，養成課程も

現在はありませんのて鹸もう少し頑張

って，より上級の第1級海上特殊無

線技士，第4級海上無線通信士にチ

ャレンジしたほうが得策と思います。

一方第3級海｣型侍殊無線技士は，

国内通信の為の5W以下の国際VH

Fの操作が可能なものです。

（なお長距離外洋レースに必要なS

SBまたレーダー操作等の操作資格

の詳細については本誌'92年4月202

号を参照下さい）

さて従串者資格取得，機器調達・

開局，連用が共に容易なマリンVH

Fに必要な第3級海上特殊無纈支士

資格取得の途は，国家識強（年31'II

実施）のほか（財)H本無線協会が

行う養成課程（講習と修了試験・2

11)やいろいろな団体が開催する講

習会(II本無線協会の講師による養

成課程と同様なもの）があります。

またNORCでも会員向けの養成

コースを計画致しますので事務局へ

お問い合わせ下さい。その他は，－ド

記の開催団体へお問い合わせ下さい。

圧|家試験平成5年3月2日

（火）

全国各地で開催予定。受験申込は1

月4Hから同20Hまで（問い合わせ

は日本無線協会本部TELO3-3533-

6821,6022)

養成課程平成5年1月21日嗣

~22H(金)東京（問い合わせは同上）

KAZIマリンスクール11月，

12月(横浜，大阪),1月,2月,3

月(横浜）（舵誌参照またはマリンス

クール事務局TELO45-743-2511)

一方マリンVHF船舶局の開設は，

基本的に耆類による申請のみでごく

簡単に行えます。

またマリンVHFを開設希望する

船舶は，いずれかの海岸局に加入す

る必要があります。しかし多くのマ

リンVHF海岸局の開設には時間が

かかる見込みて､､す。なおNORC特

別会員は加入証Iﾘlによって開局が可

能て､す。

マリンVHFの運用には，その無

線設備を操作できる資格を有する無

線従事者を選任（登録）し，運航時

にはそのI'1の少なくとも1名を乗船

させる必要があります。

無線通信は，初めての港への進入

時の情報収集や|､ラブル発生時の連

絡にも，｛班利て、有効な情報手段て繍す。

安全な航行の為にも，法規を遵守

し，正しい連用を心がけましょう。
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BMWTOKYOCUP関東外洋ヨット選手権シリーズ
（第15回フリート対抗レース）

フリート対抗総合成績
参加フリート・チーム数13

フリート 第 一 レ ー ス
順位｜イ冊冨,I‘I.（

第二レース

順位｜僻点
弟lﾉLlレース

1'|閲位｜得点 総合得点順位 SAIL CLASS艇名

公
一
公
一
Ｂ

四
一
咋
一
狼

Ｉ
’
１
．
ｔ

０
－
７
－
３

０
３
’
３

５
｝
７
｛
７

４
’
４
》
１

画
Ｔ
Ｉ
八
画
■
一

一
》
１
１
二
二

』
Ｉ
｝
オ
｝

ス
ー
ー
フ
ー

ー
フ
ー
ロ
ー
ー
ー

カ
ー
ゼ
三
一

６
－
６
｝
台

↑
７
｝

・
０
』

４
－
５
－
６

’
７
｜

》
０
’

4

1
’戸一
b

６
］
１
’
３

』
’
１

６
’
５
’
３
｝

・
７
．
１
．

』
０
．
恒

ｂ
’
１
』
６

（油帝）

ｿボゴールト
43．251

毛
一
公
一
Ａ
一

睡
一
睡
一
眼
一

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

一
Ｘ
一

一
二
１
画

一
一
Ｉ
一

二
－
１
画

］
ナ
］
］

》
令
一
一

一
皇
一
二

’
一
ソ
ー
ヂ
ー

Ｉ
｜
、
｝
イ
’

一
一
テ
ー
、
之

兄
ジ
チ
ー

寿
十
｝
７
｝
苧
、
’

五
Ｊ
｝
二
｝
オ
ー

９
－
８
－
８
－

７
〕
８
’
１
．

３
－
１
’
１
－

４
’
’
１
｝

３
．
８
’
２

３
’
８
’
２
｜

５
’
８
｝
０
｜

一
一
１
－

５
－
８
－
０
－

酉
「
’
二

８
－
２
－
２

8
~品一
色

~高一
色

（油壺）
ツボエキスプレス I

２ 18.()0

|：
１
心
一
一
Ｖ

二
堂
イ
ー

ノ
ー
ン
ー
テ
叉

三
川
／
一
ピ
エ
ノ

ル
テ
ー
ウ
ー
グ

ブ
ー
ス
ー
マ
ー
シ

み
お
一
Ａ
一
Ａ

正
一
岻
一
Ｒ
一
雁

Ｋ
ｒ
Ｃ
Ｃ

５
－
１
－
５
－
１

０
』
０
》
６
’
２

３
－
９
－
４
－
５

４
｝
３
｝
１
｝
１

２
．
１
．
４
－
３

’
１
’
’
１

２
’
１
↑
４

二
１
－

３
’
０
一
２
｝
１

’
１
．
－
－
１

３
－
０
《
２
－

－
１
二
一

３
↑
１

“
１

３
－
１
－
３
－

－
１
］
一

（江の島）

ガンバ江ノ島
３ 49．00

16

ｆ
ｌ
Ｉ
・
’

３
－
３
’
’

三
一
Ｂ
一

醒
一
岻
一
玉
一

’
’
１
》
く
一

０
－
１
－
１
－

３
’
０
』
３
’

５
－
４
－
５
－

３
’
４
｝
３
↑

ズ
ー
ー
ー

ー
ー
ン
一
一

ノ
｝
ト
》
｝

一
デ
ー
ー

ヱ
リ
昭
一

辻
ク
陽
一

０
．
３
〕
３

１
｜
｝

０
－
３
－
３

１
一
二

7

6

3

７
－
６
－
３

９
｝
９
’
４

９
－
９
－
４

（油壺）
ツボトッフ

4 54．00

へ
ド
ー
グ
一
一

三
ル
ー
一

ユ
ー
ユ
ー

フ
ー
メ
｝
ス
テ
ノ

罰
一
輿
二
剣
ヂ
ー
』

ル
ー
ス
ー
シ
ー
モ

シ
ヱ
ー
イ
ザ

Ｂ
Ｂ
一
一

二
二
Ｂ
Ｂ

正
一
唾
一
Ｒ
－
Ｒ

Ｋ
ｒ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
－
３
－
５
－
４

Ｍ
一
一
、

Ｐ
一
一
一

２
－
１
－
５
－
５

０
’
２
’
８
』
５

０
’
８
－
４
－
０

３
’
４
］
３
｝
３

2

6

9

13

２
『
６
－
９

７
’
２
』
０
・
４

｝
《
１
’
１

７
－
２
－
０
一

一
二
１
二

４
－
３
－
５

１
一
一(シーボニア）

ﾄワイライト
5 58．00

海太朗V

ゼネット

タ暁汗不暁1ﾁｰｰｰ

公
一
公
一
Ｂ
一

唾
一
恥
一
醒
一

０
－
１
－
４

９
’
４
』
５

２
－
２
－
９

３
」
４
］
３’

５
－
Ｓ
－
４

面
－
１

Ｆ
一

５
－
４
『
４

］
１
’
１

１
．
４
》
２
．

’
’
１
｜

５
－
４
－
２
－

７
－
－
１
－

０
｝
一
一

4

2

9

４
－
２
－
９

葉11_16 64．75

|‐
ニ
ー
サ
ー

サ
ー
ム
｜
又

’
一
二
ル
ー
ロ

レ
ー
ラ
ー
ル
ー
フ

ト
ー
フ
ー
メ
ー
ア

０
－
９
－
６
－
７

１
．
１
｝
６
〕
１

５
－
７
－
４
－
４

３
↑
３
｝
２
’
４

毛
一
毛
一
Ｂ
一
Ａ

皿
一
唯
一
鯉
一
眼 ’

１
』
４
．
５
』
１

１
』
宮
』

１
－
４
－
－
５

１
｜
｝
’
７

』
・
’
０

ｌ
Ｔ
－
５
－
１

１
Ｅ
一
一

Ｒ
圭
一

１
『
３
－
－
５

１
’
１
．
今
７

｜
・
’
０

９
｝
３
』
７
．
４

｝
１
｜
｜

９
－
３
－
－
４

画
１
二
画

（諸磯）

諸磯A
７ 66．50

|‐
１
－
７
－
５
－
９

０
〕
９
↑
２
｝
９

０
－
０
－
８
－
２

３
’
４
．
３
》
２

一
一
一
レ

一
一
一
Ｆ
ノ

、
二
丁
Ⅱ
且
一
一
口

砦
Ⅱ
ラ

イ
‐
｝
｜
｝
ソ

タ
ー
ニ
ニ
ア

ユ
キ
ー
ジ
ー
グ

’
一
ツ
ー
ー
ー
ヅ

、
一
ミ
ー
レ
ー
ビ

ノ
ー
一
Ｄ
ノ
ー

IOR－B

IハIS－B

C哀二パー

C頁二査一

１
１
１
怪
１
１
１
仁
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ

ハ
叩
）
｜
［
ノ
Ｊ
ロ
ワ
全
一
１
Ⅱ
且

１
《
’
１
｝
１

10

7

９
－
５
一
一
８

9

5

16

・8

８
－
１
Ｔ
－
１

－
１
Ｅ
一

一
頂
一

８
－
１
－
－
５

・
１
．
．
７

．
．
｝
０

（シーボニア）

ムーンライト
8 69．75

11
公
一
公
一
Ｂ
一

唾
曄
一
醒
一

２
－
１
－
９
－

７
’
９
』
５
》

２
－
５
－
６
－

４
．
４
．
１
｜

一
、
一
一

二
一
重
一

圭
一
ナ
ー

ー
イ
ニ
ー

ダ
一
壷
Ｚ

』
ヱ
レ
三
一

ガ
ー
イ
寺
一

パ
ー
キ
ー
タ
ー

ロ
一
以
ス
ー

プ
ー
ラ
ー
Ｚ

｝
二
・
｜
》
一

'二
１
］
０
．
０

ｌ
１
ｌ
１

５
－
０
－
０
－

７
’
１
』
１
．

０
－
｝
｝

６
》
９
』
５
｝

一
一
１
］

６
－
９
－
５
－

－
－
１
－

１
．
７
〕
６
↑

二
一
１
一

５
－
７
－
６
－

７
－
－
１
－

０
．
〕
〕

（熱海・伊東）
スーノf－スター

9 74.50

リッフ響ノレIII

しよう力ざく止方エス

アリアドネ7

毛
一
公
一
Ａ

唾
嘩
醒

６
－
９
－
２

０
『
７
』
６

３
’
５
－
６

３
↑
１
｝
２

Ｓ
－
４
－
２
ｌ

Ｍ
－
、
一

Ｐ
｝
一
一

〔
／
０
』
ハ
ベ
Ｊ
二
戸
【
〕
一

一
一
１
｝

７
－
３
－
５

’
－
１

８
’
６
－
１

二
一
１

８
－
６
一
１

二
一
１

４
－
４
－
２

１
」
』
１

（油壺）
ツボノホーフ

10 80．0(）

IOR－B

IⅣTS－B

CR二八

２
－
４
－
０
－

８
．
１
’
９
↑

１
－
０
－
６
－

２
〕
４
↑
２
｝

ケロニァ

ケ ノ レ フ ァ

くるしお1V

２
－
５
－
７

１
画
一

２
’
５
’
７
』

１
｝
《
｜

３
］
２
．
９
｜

１
’
１
’
一

３
－
２
｝
９

１
－
１
二

０
》
９
』
６

１
－
－

０
－
９
－
６
－

１
－
一
・

小網代11 83．00

｜
‐
（

０

｜
岬

カリフォルニアドリーマー

コノレノざツチⅡI

シースカイ

公
一
も
一
Ｂ
一

睡
一
恥
一
醒
一

０
’
１
－
２
－

９
↑
１
〕
０
’

７
－
１
－
３
－

４
』
４
’
４
｜

４
－
８
－
８

’
二
１

５
｝
７
’
８

、
．
■
Ⅱ
且

５
｝
７
－
８

－
－
１

２
』
５
’
７
｜

二
一
１
－

４
』
８
．
８
｜

一
二
１
｜

２
－
５
－
７
一

二
画
１
一

佐島12

'．
Ｂ
Ｂ
一
一

二
二
Ｂ
Ｂ

匪
一
恥
一
塁
一
唾

あずさ

はやとり

ラハイナ

エノレフィン

１
－
２
－
２
｝
７

２
｝
１
｝
９
〕
７

２
－
３
－
５
－
５

２
｜
｝
３
’
４

３
－
Ｑ
－
８
－
７

１
ｇ
ｌ
－
１

Ｄ
ｌ
－

３
－
４
－
８
－

１
－
１
二
一

２
↑
０
｝
７
｝
７

１
－
１
．
｝
１

２
－
０
－
７
｝

１
’
１
一
二

１
｝
２
－
８
］
５
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1992CORUMCUP関西選手権シリーズ成績表
レーサークラス(IOR)

艇名

Swing

ChaChall

AreCanBav

DonkeyVI

Will/Tigar

Amatora

BlueNote

I'mSANTA

CarinoVII

Siesta

SummerGirl

Propaganda

再見II

RvuseiV

ChamposaJ

Tryangle

Matenrow

Sachi

Emi

SpiCaV

Peneropelll

オーナー名|所属|第1レース|第2レース''第4レース|第5レース|第6レース|第7レース|TOTAL|順位

鈴木重行 西宮 15 21.2520 21．25 14 21．6 113.] 1

山村彰 西宮 13 8 20 17 25．5 103.520 ２

後藤裕 逗子l16
西宮’14

15 16 19 15 19.2 100.2 ３

土井収二 西宮 21．25 21.25 15．6岨
一
哩
一
肥

９
｜
昭
一
函

100.］ 1

小田良司 西宮 18 18 略
一
別

100,018 5

佐々木義隆 横須賀 1Q
1ゾ 19 1qワ

ユ リ ･ 白 89．2 6

五十井進 江の島 20 16 15 12 11 14．2 88．2 7

笠原文和 洲本 ９ 14 10 13 19 22．8 87．8 8

古川浩二 西宮 17 13 13 14 6 24 87．0 9

川口正敏 和歌山 21．25 17 ２ 16 18 8．4 82．65 10

'一
121

馬場益弘 西宮 －11 12 17 15 13 6 74．0

石渡一夫 油壼 ３ 1 11 17 10 20．4 62．4

高橋伸博 油壼 岨
－
７

11 14 8 ７ 10．8 60.8 13
』一カ口

昨行向_貝
△
冊車炎

、
助
″
ｆ
Ｂ ７ 5 ５ 5 16．8 45．8 14

盛田正敏 西宮 6 10 ７ 7 9 4．8 43．8 15

長谷川隆男 西宮 ２ 5 6 1l ３ 12 39．0 16

青山修 逗子 12 9 ２ 2 12 1.2 38．2 17

福原幸洋 西宮 1 3 9110 3.6 34．68 18

宝追一 淡輪 4 1 8 ６ ２ 9.6 33．6 四
一

室井誠 西宮 5 6 2
..〕

乙 4 7ワ
ID写 26．2 20

植松由量 須磨 8 1 ’ 1 1 1.2 13．2 21

レーサークラス(IMS)

オーナー名所属第1レース第2レース第4レース第5レース第6レース第7レースTOTAL順位

荒木義正2.251.002.252．252.252.7012.701

畑昭夫1.002.251.001.001.001.207.452
‐丁、

艇名

LoveaLuck

サザンブリーズ

荒木義正 2．25 1-00 2．25 2．25 2．25 2．70 12.70 1

畑昭夫 2．25 1.00 1.00 1.00 1.20 7．45

ワントンカップ成績表

艇名 ｜ｵーﾅー名|所属|第1ﾚーｽ|第2ﾚーｽ|第4ﾚーｽ|第5ﾚーｽ|第6ﾚーｽ'第ﾙ-x|TOTAL|順位
l｣I村彰ChaChall

AreCanBay

BlueNote

Amatora

西宮 5 8 0.75 0．75 2 0.9 17.4 1

後藤裕 逗子 4 ３ 4 ２ 3 4．8 20.8 2

五十井進 江の島 0.75 ２ 5 I 5 6 22．75 ３

佐々木義隆 横須賀 ２ 0．75 ２ 14 0.75 7.2 26．7 4

古川浩二CarinoVII

SummerGirl

Propaganda

ChamposaJ

Tryangle

西宮 ３ 4 6 5 9 2．4 29．4 5

馬場益弘 7 5 3 6 ６ 37．810.8 6

石渡一夫 油壺 10 13 ７
句

｡ ７ 3．6 43．6 7

盛田正敏 西宮 9 6 9 9 8 12.0 53．0 8

長谷川隆男 11 10 10 ７ 12 13.2 58．4 9

青山修MatenrOw

Sachi

逗子 6 ７ 13 13 4 15.6 58．6 10

｜
皿福原幸洋 12 11 8 8 10 1qワ

上u,~ 62．2

SpicaV 室井誠 '12西宮 8 9 13 1q
八J 11 9．6 63．6
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秋の相模湾に展開した白熱の戦い

BMWTokyoCuP瀦琴ｦ蠕稀u三ズ1992
一一一一 一

’

10月10日から，週末を利用して2週

に渡って4日間の日程で開催された，

BMWTOKYOCUP・第15回フリ

ート対抗／関東外洋ヨット選手権シ

リーズは，第2レースならびにオフ

へ‘ョアの初島レースが取りやめとな
ったものの，インショァ3本でレー

微風の展開となった大会初日，好調に走るアマトラ

スは成立。13フリートから，6クラ

ス54艇が関東の覇者を目指して激し

い戦いを展開。新鋭のアマトラ，そ

してゼロ|||がIOR-Aクラス,|

MS-Aクラスで，それぞれ勝利を

ものにした。

写真／市川和彦

勝利で飾った
デビュー戦

アマトラ佐々木義隆

思いおこせば5年前，アマトラチ

ームはドイツより旧名パンダ（ブリ

アンチロ）を購入。“アマトラ”を名

付けレース活動を開始しました。し

かし，その頃よりレースョットの世

界はファーポート全盛時代を迎え，

毎年出場していたJAPANCUPも

総合8位，18位，15位，と常にフア

-ltonのスターンを見て走っていま

した。そして，クルーも全員がサラ

リーマンや自営業者だったため，91

年はほぼ活動を停止していました。

しかし，その間もヨットレースに対

する情熱は燃え続け,｢JAPAN1

TONCUP｣に勝ちたい,｢JAPAN

CUP｣に勝ちたい./との思いは強く

なっていきました。
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そして生まれたのが,NEW

「AMATORA」です。

この艇はフアーのデザインて叡,'92

年ltoncupに優勝した

「BRAVAQ8」の発展型。ターゲ

ットは中風の日本使用になっていま

す。9月に通関してから10月の関東

フリート対抗までの間まともに走

ったのが前日の1日だけという強行

スケジュールでしたが,NEW

｢AMATORA｣は，ノースセールの

飛内，小池，秋和を中心に強力なオ

リジナルメンバーを揃え，ホームポ

ートの「マリンポートコーチヤ」（浦

賀）や業者の方（ケンヨット）の協

力のもと，何とか出場出来ました。

何としても次の本命｢コルムカップ」

の前にlレガッタを消化しておきた

かったので皆，必死でした。

デビュー戦となったこのレースは，

22

～－・壽..、
吾一一･一･．_日辱く戸

』

E=-一…‐

結局インショア3本のレースで争わ

れました。NEW｢AMATORA」

は，初日の微風のレースでよく走り，

第2上マークでは2tonや50フッター

を抜いてオーバーオールでトップ｡に

3ﾚｰｽすべて|位でｸﾗｽ優勝を果たしたゼロ111

絶二』一く壹烹ご〆

L｡■
､

、
､rj

、

＝

、

立ち,着順2位,修正でﾄｯプをF
ることが出来ました。翌日の強風の

レースでも安定した走りで,IOR･

Aクラスでの優勝を手にすることが

出来たのです。

ヨットサーベイシンポジウム開催のお知らせ保険小委員会
NORC保険デスク

ョットサーベイ（鑑定・検査）とこのサーベイの良否が，事故修復NORCヨツトサーベイシンポジ
いうことば自体，あまりなじみのなに必要な保I剣多理と修理後も安全にウム

ぃ会員も多いと思います。サーベイその艇が航行できるかどうかを決定日時1993年1月30日
実態の-例を，座礁・接触事故でヨづけるものですから，大変重要な役午前10時～午後5時
ツトの艇体に損傷が発生した場合に割を持つことをご理解いただけると場所油壺マリーナホテル
その艇力喫約しているヨット保険を思います。参加費特別会員

|｣f"柵Ⅲ使って修理する場面で紹介します。NORC団体ヨット保険ではNO正会員
修理業者に依頼して見積をとる前RC指定検査員にダメージサーベイ会友

に,保険事故報告が必要なことはごを依頼し事故処理を進めてきていま一般：1名'万腿
承知のとおりですが，それを受けてすが，現状では事故当事者の方にし申込〆切り1月20日㈱
事故の発生経緯・損害内容・修理方かそのサーベイ実態を知る機会があ参加費には昼食弁当代を含みます
法・修理業者・原因等の確認のためりません。内容1.アメリカのヨット・ポートサ
に，保険会社は運輸省から鑑定事業そこで，サーベイシンポジウムを－ペイ事情
の免許状を取得している鑑定会社に開催することになりましたので，ご講師DavidH.Pascoe氏
ダメージサーベイを依頼します。参集いただきますようご案内します。(DH.PASCOE&

講演は，米国で活躍中のヨットサ保険会社は契 約者との契約内 容にCO.,INC)
則して保険事故処理を行うために，－ベイヤーをはじめ，日本の著名ヨ2.本来あるべき日本のヨット・
艇体構造・事故状況分析・修理技法ツトデザイナー,NORC指定検査ボー|､サーベイ
等ヨットに関する多岐にわたる専門貝代表による，ヨットサーベイに関講師新田肇
知識を有する鑑定会社の検査員に，する三者三様のテーマが公開されま（国際海事検定社）
公正迩雀な鑑定書を要請します。す。3.サーベイヤーに望むもの－－
事故調査時には事故当事者であるNORCで初めての独自の企画で講師林賢之輔

契約者・修理業者立会いのもと，指す。会員の皆様のヨットサーベイへ（ヨツ|､デザイナー）
定された検査員が事故内容を確認しの理解力探まることを期待します。申込．問い合せ
ます。NORC事務局小山
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｢カミ1点〃」

｢入れるか!?」

｢OK〃大丈夫」

｢お一お､シモ〃シモ〃」

｢S秒前／」

｢よし〃GO〃」

スタートの一瞬，

何回やってもノドが乾く

緊張のシーン

｢アンダ’ホントに

男ダネ～」

'93wHTRACfCaDfNWE瓢粧雁§

takaa-QCup
日本ﾐドﾙボート選手権

坐
レース日程（予定）

rヨット乗りには娘はやれぬ｡やれぬ娘が行きたがる」

今年度もMIURAに『日本ミドルボート選手権』がや

ってきます。質の高いレースと楽しいパーティを御用

意しております。『いい男』と『いい女｣でお会いできる

ことを楽しみにお待ちしております。

レース等のお問い合せは

関東ミドルボートオーナーズクラブ事務局

TEL.045(6

事務局長能條秀夫横浜市中区山手町15-14（株)五條建設内

51)5200MX､045(651)5300

、
、
『
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海のボディガードも

'92ｱﾒﾘｶえ･ｶｯブの公式サプライヤーとじて指定。オヤ

●

オーシャン･スーツ
MS2700￥126,000

●カラー／レッド

●サイズ／M･L･XL勿色”
燕その他の商品

サバイバルｳｴｱー ／クルーザースーツ･クルーザーｺー ﾄ･クルーザーﾄﾗｳサー ･フイッシャーマン･オーシヤントラウザー･ｵー ｼﾔﾝｽー ﾂ

ﾗｲﾌジﾔｹｯﾄ／スボーツベスト･カヌーベスト･パドラーベスト･インフレーターフルカラー

タウンウエアー／ポンバー＞ｬｹｯﾄ･サービスｺー ﾄ･ピーコート

》皿
蝿卯

総輸入元

株式会社ﾔﾅｾ

ﾏﾘｰﾝ部
東京都港区芝浦l-6-38

TELO3-5440-5463

お間し､合わせ･カタログ舎ご希望の方は、下起ヤナセヘ。

二子玉川ボート展示場〒158世H1谷区モ川1-15-1…...….….､

マリーン部広島営業所〒739-04佐伯郡大野町宮脇11西1-1-6

名古屋支店マリーン課〒460密古尾市11,区釿栄,_35-8...……

刈谷ﾏﾘｰﾝｻｰビｽｾﾝﾀｰ〒4-l8刈谷I1j港町3－12．．．………

大阪支店ﾏﾘｰﾝ部〒66(）Iピケ崎市長洲本j皿一l2-15

福岡支店マリーン部〒81(）稲|曲l1lj中央区,F尾3-8-7..

港町展示場〒812猫|耐I1lj中央i><港3-1-51･･･
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★なお､仕様､価格は予告なく変更されることがありますt,★本価格には消費税は含まれておりません｡★お客様の購入される価格は本価格に｝肖費税3％を加えた金額となります

零'993年5月1日世｣第1レース第巳ﾚー ｽ

霧5月巳臼旧),第sﾚー ｽ＆第4し言Z
5月日日㈱#第5レース。表彰式

5月4白緬｢固耐面で家族ｻー ビｽに
－4

5月5日柵|おあて下さい2－
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日本総輸入販売元フアュトマリーン画
神奈ﾉ||県三浦郡葉山町一色370TEL.0468(76)1771FAX.0468(76)1044

大阪事務所／大阪市西区新町1-17-8ハイネス新町公園503TEL,06(532)9211


